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・・・・なにそれ？



博士が「つくる」社会?博士を配置すべき場所は？
博士の利点 博士の欠点

与えられたテーマに対する論理的な考え方

それに基づくある程度確かな推論

話題に対する説得力

未知の知識の補間

テーマ自体の探求

論理的過ぎて非現実的

根拠なしに動くことを（非常に）嫌う

しかもそれを隠さない

周りとの非協調

一種の視野狭窄

Etc.

・・・・・博士？



博士 ＝ 非常に優秀でやっかいな人種

博士を配置する場所？

優秀 ・・・

こんな場所は社会にあるか？→（たぶん）YES.

なぜそこに博士が配置されない？→問題がある



問題の在り処

博士号取得者だけに問題がある？→ NO !

（ただし自分達にも問題があるという自覚は必要）

配置すべき場所（企業研究職？）に受け入れる

だけの心情的・システム的な用意があるか？→ NO !

大学側は博士号取得者の将来のパス確保の活動に

寛容（もしくは積極的）か？→NO !

（そもそも大学は「博士」と呼ばれるにふさわしい人材を

育成し、そういう人にのみ「博士号」を与えているか？）



博士が「つくる」社会

現在≠博士が「つくる」社会を議論する段階

様々な場所が抱える色々な問題が解決された時

Next panelist : 磯島さん


